
訓

令 

訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

埼

玉

県

知

事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

久
保
村 

康 

史 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

  

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
号
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
又
は
登
録
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
号
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
３
ハ
中
「
証
人
」
を
「
裁
判
員
、
証
人
」
に
改
め
、

同
欄
４
中
「
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
」
を
「
）
第
十
九

条
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
号
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
号
の
項
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
規
程
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
９
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
条

例
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、

同
欄 

中
「
規
程
第
十
条
」
を
「
埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
第
九

条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
第
四
号
の
項
と
し
、
同
表
第
二
号
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

             

埼

玉

県 
埼
玉
県
収
用
委
員
会 

埼

玉

県 

埼
玉
県
収
用
委
員
会 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局
決
裁
規
程
（
昭
和
五
十
二
年 

 
 

 
 

 
 

 

訓
令
第
一
号
） 

三 

個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
五

十
七
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」 

 

と
い
う
。

）
及
び
個

人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例

（
令
和
四
年
埼
玉
県

条
例
第
五
十
号
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務 

１ 

法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
区
域
内
の

事
業
者
等
に
対
す
る
支
援
に
必
要
な
措
置
（
法

第
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の

長
そ
の
他
の
執
行
機
関
が
行
う
事
務
（
２
に
お 

い
て
「
埼
玉
県
収
用
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
」

と
い
う
。
）
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。

）
を
講

ず
る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情
の
処

理
の
あ
つ
せ
ん
そ
の
他
必
要
な
措
置
（
埼
玉
県

収
用
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
に
関
す
る
も
の

に
限
る
。
）
を
講
ず
る
こ
と
。 

３ 

法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
目

的
を
明
示
す
る
こ
と
。 

あ 
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４ 

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、 

安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

５ 

法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

通
知
す
る
こ
と
。 

６ 

法
第
七
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置
要
求

を
す
る
こ
と
。 

７ 

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
本

人
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

８ 
法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

参
考
と
な
る
べ
き
情
報
を
本
人
に
提
供
す
る
こ

と
。 

９ 

法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

本
人
の
求

め
に
応
じ
て
当
該
必
要
な
措
置
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置
要

求
を
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
開

示
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
七
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

開
示
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る

旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
し
な
い
旨
の
決

定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す

る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、 

事
案
を
移
送
し
、
及
び
開
示
請
求
者
に
通
知
し
、 
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又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
通
知
し
、
及
び
意
見
書
を
受
理
す 

る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
六
条
第
三
項
（
法
第
百
七
条
第
一 

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規 

定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
申

出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
訂
正

請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

訂
正
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る 

こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す 

る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す

る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

事
案
を
移
送
し
、
及
び
訂
正
請
求
者
に
通
知
し
、

又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す

る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
利

用
停
止
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
九
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、 

利
用
停
止
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 
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法
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利

用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す 

る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利 

用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知 

す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期

間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る

こ
と
。 

 
 

法
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
諮
問
を
し
た
旨 

を
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
行

政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
を
作
成
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
提

案
を
受
け
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
四
条
第
一
項
（
法
第
百
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の 

規
定
に
基
づ
き
、
審
査
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
四
条
第
二
項
（
法
第
百
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の 

規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の 

規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
五
条
（
法
第
百
十
八
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に 

基
づ
き
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
の
利
用

に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
提

案
を
受
け
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
機 

関
等
匿
名
加
工
情
報
の
利
用
に
関
す
る
契
約
を

あ 
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附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

解
除
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、 

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
表
及
び
明
示
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

法
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情

処
理
を
す
る
こ
と
。 

 
 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

通
知
す
る
こ
と
。 
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